
事後評価（案）

近畿自動車道敦賀線
（舞鶴西～小浜西間）
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１．事業概要
①近畿自動車道敦賀線の計画概要

１１１.５ｋｍ５０.５ｋｍ１６２.０ｋｍ

供用延長事業中延長全体計画

中国自動車道と北陸自動車道
を結ぶ広域的ネットワークを形
成する路線であり、災害や事
故によって名神高速道路や中
国自動車道に通行障害が発
生した場合には、代替道路とし
ての役割を果たす。

沿道には舞鶴港や若狭湾国定
公園、海水浴場などの豊富な
観光資源があり、地域の産業・
経済の発展に重要な役割を果
たす。

起点：兵庫県三木市

終点：福井県敦賀市

近畿自動車道敦賀線

１６２．０ｋｍ
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事業費

計画時　1,555億円 　 実績：1,431億円 （▲124億円）

１．事業概要
②事業の概要

京都府

福井県

平成5年11月平成2年4月
施行
命令

平成15年3月平成10年3月供用

平成5年12月平成2年5月
実施
計画
認可

平成3年12月平成元年1月
整備
計画

（平成15年3月）（平成10年3月）（計画）

舞鶴東～

　小浜西

舞鶴西～
　舞鶴東

事業経緯

評価対象区間
(舞鶴西～小浜西)
暫定2車線

綾部
JCT

舞鶴西

舞鶴東
大飯高浜

小浜西

小浜

敦賀

平成23年度供用予定 平成26年度供用予定

35.2ｋｍ

供用中

（評価対象区間）

事業中
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舞鶴東 IC

舞鶴西 IC

大飯高浜 IC

小浜西 IC

舞鶴若狭自動車道

至綾部

舞鶴東IC

舞鶴西IC

大飯高浜IC IC

近畿自動車道敦賀線

至綾部

至綾部

２.事業の効果（直接効果）
①並行一般道の交通量の変化　
○並行する一般国道27号及び県道の交通量が1割程度
減少し、交通量の分散化が図られている。

舞鶴東IC～大飯高浜IC　断面

至
小
浜

舞鶴西IC～舞鶴東IC　断面

（主
）小
倉舞
鶴線

小浜西
（主
）小
浜綾
部線

広域農道

大飯高浜IC～小浜西IC　断面

＜資料：道路交通センサス＞
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区間及び日平均交通量（年平均交通量）

○評価区間全線開通翌年度（平成１５年度）の日平均交通量
は約2,700台／日で、増減はあるものの増加傾向である。

○海水浴シーズンには、ピーク時に13,300台／日の交通量が
ある。

　　　 H15 H16 H17 H18

舞鶴東～大飯高浜 大飯高浜～小浜西 平均舞鶴西～舞鶴東

②交通量の推移　

実績交通量は推計値を
下回るがほぼ同程度

＜資料：NEXCO調べ＞

日
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断
面
交
通
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（台
／
日
）

　　 H15 H16 H17 H18 　　 H15 H16 H17 H18　　 H15 H16 H17 H18

海水浴シーズン（H18.8）の
日平均交通量

舞鶴西～舞鶴東

台/日

H15年度推計値
繁忙期の日最
大交通量は
13,300台／日

年平均

4



37 39

68

0

20

40

60

80

100

開通前（H9） 開通後（H17）

国道２７号 近畿自動車道敦賀線

③所要時間短縮（旅行速度向上）
○国道27号舞鶴市京田交差点～小浜西ＩＣの所要時
間が35分短縮(66分→31分)。

○旅行速度は、31km/h向上(37km/h→68km/h)。また、
並行する一般国道27号の旅行速度も2km/h向上。

近畿自動車道敦賀線と並行一般道の旅行速度の変化

約 31km/h 向上

＜資料：道路交通センサス＞
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（C）ALPS MAPPING K.K. 
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④交通事故減少

約１割減少
（約９件／億台㌔減少）

　走行台キロとは　： 自動車の走行距離の総和。　
　　　　　　　　　　　　　（各区間延長とその区間の交通量を乗じてた各区間を足し合わせた総数）　
　 　　　　　　　　　　　
　 　　　 ※　事故件数には区間交通量だけでなく自動車の走行距離による要因も
　　　　　　　　　　　　　　　　含まれるため、交通量は走行台キロによるものとしている。

○並行する一般国道27号と近畿自動車道敦賀線を合わ
せた死傷事故率は、約１割減少。

Ａ．交通事故件数

Ｂ．交通量（走行台㌔）

一般国道２７号と近畿自動車道敦賀線を合わせた死傷事故率（Ａ／Ｂ）
［死傷事故件数/交通量］

＜資料：道路交通センサス＞
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⑤費用便益分析結果
○費用便益比（Ｂ/Ｃ）は、１.４

○主に、近畿自動車道敦賀線（舞鶴西～小浜西）利用による
走行時間短縮便益が大きい。

　　3,249億円計

　　　 91億円交通事故減少便益

　　　372億円走行経費減少便益

　　2,786億円走行時間短縮便益

便益（B）
（現在価値：H19）

　　2,352億円計

　　　470億円維持管理費

　　1,882億円事業費
費用（C）

（現在価値：H19）

費用便益比　Ｂ/Ｃ＝１.４

＜資料：NEXCO算定＞

費用便益分析マニュアル（Ｈ１５．８　国土交通省道路局都市・地域整備局）に基づき算定
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○舞鶴東IC～小浜西ICの供用後、平成15年9月に小浜市～大阪市
を結ぶ高速バスが開設され、大都市へのアクセス性が向上した。

３.事業の効果（間接効果）

大阪

（人/月）

①高速バス路線開設による利用状況

安価で乗換不要な高速バス路線が開設 高速バス利用者数の推移

大阪

303

近江今津

小浜

2時間55分
2,900円
【高速バス】

２時間７分

５，４７０円

【特急＋バス】
近江今津乗換

２時間２４分

３，１８０円

【新快速＋バス】
近江今津乗換近畿道敦賀線

＜資料：近鉄バス，福鉄バス＞

2669

3809

4318
4599

0

2000

4000

6000

15年 16年 17年 18年

舞鶴東～小浜西　H15.3 供用

・若狭ライナーが開通してから、関西方面からの来訪客が増えた。

・観光客だけでなく、ビジネスで利用する人も多い。

・若狭ライナーは、乗換なしで利用できるのが魅力である。

＜小浜駅観光案内所　ヒアリング＞
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小樽港

舞鶴港

京阪神

小樽港

舞鶴港

京阪神

　北海道からの生鮮食料品
　（じゃがいも・牛乳　等）の出荷が増加

小樽港

舞鶴港

京阪神

小樽港

舞鶴港

京阪神

　北海道からの生鮮食料品
　（じゃがいも・牛乳　等）の出荷が増加

○舞鶴港へのアクセス性が向上し、トレーラーの輸送量が
増加した。

②重要港湾へのアクセス向上

近畿道敦賀線開通後、フェリー（舞鶴～小樽
航路）を利用するトレーラーの輸送量が増加

＜資料：京都府舞鶴港港湾統計年報＞

北海道からの生鮮食料品の流通量が増加

〈トレーラー輸送量の推移〉

＜資料：「物流センサス」を基に（独）海上技術安全研究所調べ＞

舞鶴西～舞鶴東供用 舞鶴東～小浜西供用

（台）

■舞鶴航路を利用した
農産品の輸送量
（北海道→京阪神）

（ｔ ／日）
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〈小浜市の観光入込客数の推移〉 〈小浜市観光客の自家用車・貸切バス利用の推移〉

舞鶴東～小浜西
供用

（万人）

③観光産業の活性化（1）
○沿道地域への観光入込客数が増加するとともに、集客
圏域が広域化している。

沿道地域の観光入込客数の増加とともに自動車による来訪者数も増加

舞鶴東～小浜西供用

＜資料：小浜市観光交流課＞

〈小浜市への観光客の居住地〉
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〈舞鶴東～小浜西供用後の地域の観光イベント〉

③観光産業の活性化（2）
○地域では様々な観光イベントを開催している。
　また、沿道の観光施設への観光入込客数が増加した。
地域の機運が高まり、イベントの開催を展開

C

大飯高浜IC

小浜西IC

27

高浜町

おおい町

小浜市

H17.7
1.5万人来場

若狭路もてなし『食』フェア
in おおい

H15.9～10
43万人来場

若狭路博2003

＜資料：小浜市，高浜町，おおい町＞

＜資料：日本経済新聞　Ｈ16/04/24，朝刊より＞

若狭たかはま

心癒博2007
(メインイベント)

H19.10
2.6万人来場

いなか は く

H18.10
9.5万人来場

御食国若狭おばま食育・
食文化の祭り

みけつ く に

主要観光施設の
観光入込客数が増加

●蘇洞門めぐり
（小浜市）

そ　と　も

＜観光施設入込客数の推移＞

●若狭塗箸施設
（小浜市）

わ か さ ぬ り は し し せ つ
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＜資料：小浜市観光交流課＞11
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敦賀ＩＣ

米原JCT福知山
ＩＣ

舞鶴西
ＩＣ

神戸ＪＣＴ
吉川ＪＣＴ

吹田ＪＣＴ宝塚
ＩＣ

西宮北
ＩＣ

近
畿
道
敦
賀
線

北
陸
道

名神高速
中国道

国道２７号

×

京都南
ＩＣ

京都東ＩＣ

丹南篠山口
ＩＣ

○名神高速道路や中国自動車道に災害や事故によって
通行障害が発生した場合には、代替道路としての役割
を果たす。

関西～北陸間の代替ネットワークを形成
阪神淡路大震災の際には近畿道敦賀線・
国道２７号ルートが迂回路として機能

④広域ネットワークの形成によるリダンダンシーの確保

◆中国道通行規制時の交通量

＜資料：朝日新聞　Ｈ7/01/19，朝刊＞＜資料：道路時刻表＞

近畿道敦賀線の交通量
（吉川JCT～三田西IC）

040000

対面通行時

通常時

中国道閉鎖時

中国道の交通量
（西宮北ＩＣ～宝塚IC）

0120000

対面通行時

通常時

中国道閉鎖時

神戸JCT～敦賀IC間の所要時間

中国・名神・
北陸道経由

近畿道敦賀線・
国道27号経由

近畿道敦賀線
全線開通時

2時間22分

2時間12分

2時間45分

神戸JCT～米原JCT間の所要時間

1時間49分

2時間45分

中国・名神・
北陸道経由

近畿道敦賀線・
国道27号経由

近畿道敦賀線
全線開通時

3時間17分

××
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○付替河川の施工時に、自然の再生に努める施工を行った。

①環境への配慮

■施工箇所

当該箇所は谷地形に盛土を行う計画のため、旧河川を盛土の上に付替える必要が生じた。そのため、
本工事では自然の再生に配慮した施工とした。

舞鶴西IC

舞鶴東IC

■現在の様子

■断面図

■工事完成時

・河川の付替区間の一部に

　遊水池を設置

・川底に砂砂利を敷き詰める

　などの自然の再生に配慮

４．事業で配慮した事項
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５．評価結果及び対応方針（案）
①評価結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　○直接便益（時間短縮・経費減少・事故減少）を対象とした費用便益比は

　　１．４である。

　○対象区間の開通により、

　　・舞鶴港へのアクセスが向上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　・沿道市町村の観光入込客数増などの｢観光産業の振興｣　　　　　　　

　　・バス路線の開設に伴う「拠点都市へのアクセス向上」　　　　　　　

　　など様々な効果が発現している。

　○一方、近畿自動車道敦賀線の延伸による端末供用であることから、利用

　　交通が２千～４千台／日にとどまっている。

②対応方針（案）

　○今後、小浜西ＩＣ～敦賀ＪＣＴ間の開通により、近畿自動車道敦賀線の

　　全線開通となることから、広域的なネットワーク形成が図られ、環境改

　　善、観光産業の活性化等の効果が発現されるものと期待されていること

　　から、早期整備に向けた取組みや、さらなる高速自動車道の利用促進に

　　努めたい。
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